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　　　　　　　　　　　　　1．　トラップ整合漏路の気崩形式的考察

　　　　　　　　　　　、　　　　　§1．緒・嘗

　　立艦同路系の電磁界は着目する室間内で界方程式を瀟足し，境界弼で境界條件を羅足する一滑

動緩なベクトルE・Hを求める事k弾着する。

　　かかる臓求める最も葡砺滋求むる殖騨襯靴賄照門麟しで適當畿
界面で相接する予期の界ベクトルの接線成分が等しV・と言ふ菅平をば課する喜によって得られる多

元一次聯立：方程式を解く事によって未知振幅函数を求める事である．．斯様な謂はば疋攻法によって

：吾々はさぎに電鈴誌に稜表せる如く，トラツブ，細隙の問題を原理的に解ぐ事が出來た．以下述べ

ようとする雪路形式的考察も，本質的には上記の方法と何等異なる所はなV・．唯始めの方法をとる

嚇する事は麟綱路もその一部をとって見る揃に渡鰍た事があると言ふ事である．斯様

な場合，その個々の部分の解を組合す事によって所求のものが得られれば便利だと言ふ事である．

その方法の二つとして吾kはさきに位置角を導入したのであるが，以下，より便利でしかも物理的

性質のはっきりする同路形式酌考察をする事にしよう．立艦同路の傅途學的考察に關しては，櫻井

蒋夫氏に：より多激の論文が磯表されて居る．氏は導波管軸に直角な面を通過する全電流を隅路の電

流iとし，叉この面を通過する皮相電力と1の比によって電WS　7iを定義し，　il／l　vaより特性インピ

ーダンスを定義して論じて居られる．こめ方法は一回便利である；併し吾人が物理量を定義する場

合には，2をその測定との蓮驕に於いてする必要がある．立二丁路の丁丁は現在電界強度め測定に

麟する．然るに縷井氏により導入された電墜μが，電界曝度と一般的に如何塗る閣係にあるか，V・　・

ささか不明瞭である．

　　他方朝永概は“特性マトリックス”の導入にXb憎く一般的な理論硫て，．幾つかの重要

な結論を得ておられる．併し一般論故やや抽象的で貼り，叉津を個々の問題に如何に具｛躍化するか，

猫問駆が淺されて居や・
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　　櫻井氏により導入されたインピーダンスが，譜通の隅路ゐインピ・・一・ダンスと等償であるかどう．　、

か蹟三三嫁たねば齢馳・併し帥る實瞼は未だ行はれてない様である・若し峨効・

間駐立膿麟のみに限るならばインピーダンスの趨はその元が正．し腺ば勿謝臆⑳る・從

って揖來るだけ二三な簿義を採用する方が便利である・．以上の理由から吾々はScLelk撒offの考へ

に基いて磁界成分と電界成分の比に：よってアドミッタンスを定義し，之を矯びてN，N1（＝＝1，2，…）

を系加自治とすると，そのPtに於ける磁界振幅外リックス［私軸，電界卿揺マ回ツクス．

［　Ev・　］，アドミツ）ンスマトリツクス．琢罪の聞に

　　　　　［1－1，］　＝　〉一，，［E，］　＋　Y，，［E，1　＋　t・…，・・…1

　　　　　［1…遍］＝＝｝～襲iE1］十塩［茂］十……・∵∴・

の如き詔次線形のマトリックス方程式が成立する喜を誰明し，且つ小型1漏波導管でトラップ等に

よる反射係籔として，前に近似解からの類推で提出し允假定式

が三密に球回する禦の平明をなし得た．

　　　　　　　§2，鶴箪な例題
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兀駅，

　　本論に入る前に簡照な例によって思想の二二を山回　　　＼
　　　　　　　ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や

する．第一躍に於いてx・＝0，x＝：1に於ける界の接線

域分分布を次の如く恨関する．

　　　　　砺認Σ矧、φ1、ω，　　　　　　　n
　　　　　　　　〃t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　71t

　　　　　賜鍛コΣ鵡、φ努、ω，
　　　　　　　　？1～　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　71e

　　　　　　　弓但し、繭》壽…亨沙

雨面にはさまれた部分の界を

　　　　　　　　　　・一ノγ，。・　Lノγが　。
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N

1鞠

’x

正漏！、＝ΣH，，9c63，，（？1）　。一

町mp　2礁協ω…

疎疇（h．　e＋砺・）φ・ω

砺一恥←・混轡磁〆隔

解詞尋騙（・評ナ・評

　　但レ　伽潔撃・　　／

k一一一一一一　e　一一一，1

　　　　第一圏

．”．．．．，．．．”．．”””．一 @2．0

．””，，．．H，，．”・”・一t・　2．　2）

）φ跳ω

）伽卿／毎

　　　　’

幽幽（2rrオー）9一轟

．．．．．．”．・・・… @　2．　3）

Σ娠罵γ，’4ωμ

・一g　z

夢

k



　　　　　　　　　　　　　お　王18　　’　、　　　　　　　　　　　　　　松本　　正　。鈴木滋雄

　2：3）に2．1），2，2）の條件をかする事により
ゑ

薬・
　蝕にni　＝：　1，2，……にして振動姿態の番號を表はす．今　　　　　　　　　　　　　．

　なる一列マトリックス及び

　　　　　　　烈∴：∴∵1：＝躍：：：：∵；i’，レ…・……2・・）

　なる勤角マトリックスを導入すると，2．4）式は

　　　　　　　鷺：1鷺灘｝・・…・・6・……………一・………一……・…………2・・）

　　　　　　　　　　　　　　　㌔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　を得る．）も。玲…■ieなるマトリックスの要素はアドミツタン71Nの元を布し，系に損失なき場合は純

　虚数である．以下Yoo，　YOi……をアドミツタンスマトリツクズと呼び集にする．2．6）式を攣形ナる

　と

　　　　　　　織1鷺｝…………・…・……一∴……一…一…・・一2・・）

　を得る．この三定数マトリックスd・B・0は

　　　　　　A一［…T・　1］・召一［・1・γ弱匹／瑚・・一［ノη・i晦1］

　なる三角マトリックスにして，之等の間には

　　　　　　ず＋BC＝＝E・………・…・一……………・・一∴…………・・……………2．　8）

なる關係がある事が容易紛る沼は軍伽ト．リックスである・若し・認勲金犀板で短糺た

　場合にはEt　・・◎故，2。6）から

　　　　　　tre一恥瑞………一・一………・・…・一・…………・・………、……2．・9）

　この時の入力アドミッタンスマトリックス｝厩は

　　　　　　婚・F璃嬬！⇒㌔・＝トノ㌦c・t㌦刀　……………………………2，　10）

　　　　　　　　　　　　　　恥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唾
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　　　　　　　　　　　　　　　　　立登鯛蹴關する＝・釜の研究　　　　　tt　　119　．

　　である・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　碧

　　四分岐瞭考へる・①②③舗でかご勲た門細　　iφi…のi！
　　は鋤振がH・tt波の場合　・　　　z←一一・・一i憎…あ一・勃・i・脅・・‡一

　　　　　　　　∵薪＝：蹴「～蕊「

　　　　　　　砺一尋愚（，；，一鞠珂・伽）・孔㈹嚥

　　　　　　・　　曝・舗←・蕊声＋鳳ノつ繭）………一3・・）

　　　　　　　紘一多・飯←・ご・蜘＋〃；沸）・k　（x）

　　　　　　　　　　　　　「艶（威，「ノγ’㌦1，昆ノγ・容）岬・幽　tt『．

　’“tt但し

　　　　　　　　qm　＝：一r　fnx／b　，　rtt　＝：　ftx／c　，　＞1”，b　：Bn／co／一t　，　，

　　　　t・一㍊／・μ．，命一／爾．《早ア＿・。　＝　1／（：享アご（郵樋

　　叉　　　　　　　　　　　　　　略
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨

　　　　　　　岬4三二…9，，t　3t　S繭）一／蕩・瞬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“
　　　　ぎ　　　　　　　　，㌦（a，）一陰“、。、脳．，　、㌦（。）一厘r甑ガ　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　．　i　ac　　　　　　　　　　　　　ac

　　が成立する．今①②③④下上の界の接線成分分布を

　　　　　姫謙1撒輩麓：・1：1＝ll淵・含：ll瓢1｝＆鋤

　　とする．先づ3．2）のうちの電界に閥する境界條件を入れ，分布函数φ，Zの規格直交性を用ひて得

　　られる四つの式をといて未知数錺編，硫妬を耽E㍉、E㌔1端で表はし，それを磁界の式に代入

L
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して3．2）の磁界に欄する條件を課すると，結局次の様な結果を得る．

・N番目の口に於ける㍑姿態の磁界接線域分の振幅HS’とNノ番目口の〃～姿態の電界接線戯分の

振幅E謬の闇に　　・

　　　　　　　　　ゆ　　ゆ　　　　　瑠㌧ΣΣ二君謬…一…・…………一…・…9…∵…一…：・…3．・3）
　　　　　　　　　よv／　7it　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ttt

の始き三三が成立する．蝕に擁ガはアドミツタンXの元を有するものでN番爲口のπ姿態の磁界

とrw番目のη3姿態の電界を結びつけるもので，訳の如くである．

轟＝一轟認ゴy§，、cotβ，必

轟＝一戦；一ノy§，i　cosec　B。　b’

轟＝一門＝一ノY、鴻。・tγ，r一・c

轟、＝一燕＝ノ堀C・secγ。、・’

轟設一町霊（「1）翻倒乱コ（一1）翻轟諾（一：1）η‘轟

　　＝（一1）7罐耀褐醤（一1）m冊1轟＝（一1）”叶？乙舜、

　　一卜撫2刈／［r・　Vbr｛轟ナ躯（男｝］1

｝．．，．．．．…　3．　4）

ここで§2．に於ける如くH．yl　Eyなる一列マトリックス及び｝励、・・なるアドミッタンス・マトリッ

クスを導入すると　．3．3）式は次の四つの：方程式になる．

　　　　　珊＝YllEi十｝竃2島十x凸十三E4

　　“　．H，．＝y幽＋y渦＋｝～・E・＋響町

　　　　　Hs＝IY31E1十Y32Ea十聡渦十y3露4

　　　　　Hヨnr　Y“IE！＋Ya2E2＋｝短E3＋y≧必

．．．．i・・・・・・・・…
@t・・・・・・…　v’’’’’’”　3．．’5）

　①②③④に接績する分岐管の員三二態や鋤三法があたへられれば3．5）を．それ等の條件下に解く事

　により所求の解を得る事になる．この問題に入る前に3．δ）式に關する二，三の性質をかかげよう．

　yマゆツク硬素滞と畷」の闇た3・4）り髄關係がある爲に恥と蜘」の闘に三三

“　關係がある．　　　　　　　　・

　　　　　　　鞠＝二∵煮一∵煮門・・…・・…一・・’　…6）

　　　鼓にYはyの鱒位マトリックスを表はす．

　　　Yマトリックスに閥するとの性質と3．5）式を用ひると，この系に回する次¢）可逆の定理を容易

　に誰明する事が禺割る．即ち　　　．



　　　　　　　奪

華　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二立二畳豊同路に：關する二＝ン…三の凄班究

　　系に於ける一つの電磁界を働1f），他の電磁界を（EX；Hi）とするとその聞に

　　　　　罵私一κ墨＋El属一罵」瓢瓢差1｛石1一罵属＋罵E3一罵賜　・・…・…

叉3．5）式の線形難により面上電磁界振幅に謝して重灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・㌔　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　1

ダ

3．’　7）

122

　　　　　　　§4．　トラップ整合回路

　　最後に第三睡（ρ如く，④面を金厩板でふさぎ①測、

の導波管に金鵬のピストンをつけた所謂》ラップ整合題

論考へる・　it　O’ee　E・　＝＝O　ut　3．　5！は

　　　　　鞍1懲；1｝∵

ト醒．M：“1

｝←・どダ→
1

メ

皇

第三四

一・…・・一・・一一・・・…一…　4．　1）

今①から下を見距アドミッタンスを：ろ，③から左を見允ナドミツタンスをYsとナると，

X　Ns　＝’ @Yp　EI　，　lf3　＝Ys　E3　’’’””’”：｝’’’’’’’’’”：’’’’’’’’’’”r”’’”　4．　a9，）

4．1），4．2）からHl　El，1義E3を7得表すると結局

　　　　　　　Hft　＝　Yg　Ee

鼓に：

　　　　　Yg　＝　［Ygi　（rVp　’一一“　Yn）一i　Yie　＋　Y．i“g］　＋　［Y．lni　（Yn　一　rYii）”’i　Yi；j　＋　Yfl：sj

　　　　　’．　［Y，　一一一　Y．，，：Y，i　（Y，　一一．　Y，D－i　Y，，］hi　［Y，，（Y，　一一一　Y，1）一一i．Y，，＋　Y．“］　…　4．　3）

但し　1隅，一y｝卍キOIIyl一堀一y；］1　Yp　一　Yll）卿」yl組キ0を假定する．聡は②砺から左を見

た入力アドミッタンスマトリックスである．　’　　　　　　　／

　　今導波管は基本波のみ通遇し得るものとし，②薗の右から基本波が入射する場合を考へる．

　　基本波の②面に於ける反射係数をプとすれば，②醸に於ける基本波界振禧増，習基本波に封

ずる特性アドミッタンスY。iの間に

　　　　　Elf／”　＝　Ei　yoi　（1　’一一’　r）／（1　十　r）　…　”・’’”…　’・…　”・…　t・i・・・・・・・・…　t・・・・・・・・・…　4．・一4）

三韓る事を容易曜明蘇る叉他の高調灘凱ては

　　　　　H，：　＝＝　2んttE竃　，・・・・・・・・・・・・・・…　一層・・・・・・・・・・・・・・・・・…　。・・・・・・…　∵・・触・・一・・・…　。一…　　4・5）

礎って今封角行列Yeを導入して、
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とすると　　　　　　　　　　内　　　　　．　　』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㍉
　　　　　1三乙　＝＝　Ye正ら　　　・一・一・。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　一・…　。・・・・・…　一・・・・・…　θ・・・…　　4．7）

4．3），4、7）カΣら　　　　 「　　　　　　　　　　　　tt

　　　　　Y・＝呂　　……・………・…∵・・…・∴一………一………・・……………4．8）

從って

　　　　　Y・ll（1一・／（1＋1’）　＝（x・）・ド助i・i要素●…・”●’……一4・9i

：或は

　　　　　kr　＝（y。1一（痴／④、＋（珊　…・……一・……………一・…一…・4．ユ0）

故に（Ys）IIを計算すれば基本波た封ずる反射係数を通常の線路のそれと同形式の4．10）により求め

乃事が出卒るわけであち．（聡）1！の計算の結果をかかげると次の如くなる．

、・
i・掘レ熱量＋苓｛醒1＋纈臨｝

　　　　　　　　・器（一1響1舗停誰㌦｝］一・………i一…・蜘一．

但しここに　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　う　ヌ　　　　　　　　　　　　　　ぢぱ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　タ
　　　　　　　　　距膿一早慧一心叛一・一・・∴…　　＼

　　　　　　州三等・益＋多講ブー…．

　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　ウ　ロ　サ　　サ　ゆ　　　サ　コ　　　　　ワ　ロ　　ヲ　ロ　コ　コ　す　ロ　　　ロ　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　ゆ　サ　コ　リ　ロ　ニ　　　の　サ　サ　　　ロ　コ　セ　サ　ロ　コ　コ　ロ　の　り　　　コ　の　ウ　　　サ　の　　　　　コ　リ　ゴ　　　り　　　ロ　の　ほ　サ　　　　　ぐ　　　ゆ　サ　　　　　　　　

　　　　　　　　1　　　　、　　1
にしてdnlはその7zZ要素の絵二子である．　tJP，ヅは夫々Vトリツクス名，，　Ysの要素で

　　　　　　や吻6・co嚇．・Y；・　＝：　一」Y・）・b　cot（Y・　1・＋9・）

である．但し

　　　　　　　詰る＝cot馴韮ノシ1轟〃。，、

鑑はπ姿態に封ずる電荷の入力アドミッタンス．

　　n　：1以外ではll一，　lsが相當大きければ

．t，

翻

惣
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』　咋嘱！・・’・　観一ノ診・
　　　　　β夷’／阿一三，・、γ1、　一．／e弄爾

となってzに四丁係となる・從って4・11）の第三項は［‘圃＋司／［e？Jl，　＋　b］の形となり・依って

　　　　　（翼㌧・＝ノ［e＋（・轟＋♂）／依シ1・鋤］

之を4．10＞に代入して紮断ずると　　　　　　　　’　　　，

　　　　　　　　　　な　　ド
　　　　　・一［1十∠望ta蹴〃一ゴ（召十〇ta龍。）］／［1＋鰯＋ノ僻卿）1　…2）

なる形を得た之は謎畷表ぜる假定式と形式　　一一一一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←一一ε＝．円、砿的に「致する・

　　　　　　§三三澱難　　　1一乙一　．㌃層フ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．慮
　　第四闘の如き場合②面に於けるH。i波の反

射葬蜂は§4．によって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第四圃

　　　　　　・一［・＋譲一ノ餅磁）］／［・＋滋＋ノ研醐　…………翫・）

但しこ・ ｪ犠剛γ計姻の様に殿鎌で糠場合に贈篇。
　　　　　　。●．　X＝＝　tanγl　ls　　　■t・・・・・・・・・・…　一・…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．2）

この聴黙㈹に於ける電鼻瓜㈲は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曳、
　　　　　凡・：COI・st．×sln←hz＋　S2）　一…・一∵…・………・…………5．3）

　　　　　　　tan　9　 ＝＝＝
@（1　－F　∠f2Y）ノ（B　十　CA’）　　　　　・・8…　　；・唇・『…　　サ・・・・・・・…　　孕曾・・。…　　○・・●・，・・9　　．5・　4）

E．　：Oの黙は5．3）から

　　　　　　一kx十2＝2’π　　一……・一…　　　　　　　　　　　5・5）

を満足しなくてはならない．之と5．4）から

　　　　　　T：tan・r，・x二（1十A－）／（B　一｝一　CL［Y’）　一・t…・…一・・…ny　4・・・・・・・・…一一・　5．　6）

　　　　　e　ぜ

三七子鋤・てls→・を・一IL寄の躍に幽属嚇砿一・の黙
Z。。Ziを求めると5。6）式から

　　　　　　B（ら）懇∴翻鵠（B　（lp）　Ti　h’　1）／（Tr　Tsc）｝　励
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但し

　　　　　　Te濃tan　rl　Xo　，　Tc。＝：tanγユ翫　，　　Ti：＝tan　rl　Xl

この様にして1ノ、・lpの場合の三定撒4β（7が測定出來るわけである．らをかへて之を繰返せば1？｝～

A，　B，Cの閣係が分るわけである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　§6．結曽　　嘗

　　以上の様な事か松式5・1）に細る着痴る論搬得た鮒である・　3〈この考勲有限導離管

壁の場合に訴訟する事については目下考慮中である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　交　　　献

　　　　　ず
　　電逓立髄脳路專1門委1碧玉資料第一韓．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜
　。　　　　　．　　　II．導波管内細隙の近似計算

　　　　　　　　　　　　　　§1。管内細隙の陶路形式的考察

　　管内細隙についていうツ懲回路纐似の聯によってマトリックス形式鱒く事力咄來

來る。併しその結果は，細隙が第五圏（a）の様な一般の場合には

　　　　　　H，　：AEIB＋碗D畢…一・一　　　caT　　‘　tG］　『　　ゆ’

の如き形となる爲に都合のよい結果は得られな

かった．唯第五圏（b），（c）の檬な所謂“1酪uctive
　ノ

window”叉は“　Capacltive　wind◎w”の場合に

は1・の場合と同檬な形式

　　　　　　髭：1：1：犠：1｝一一一

騨㌔

〆．

第　竃　圏

点
・多i

畷
ユ．1）

髪髪

が域立し，．Plei波小型導波管では細隙による反射三三プはやはり1．の4．12）の如く表し得る事を誰

明する事が毘出た■’ ｹしこの4．12）式の淫，B，0等を細隙の形から計算で求めるには二つの行列式

を誹算しなくてはならない。箪に現象を設明出島さへすれば，その数値計算上の煩雑さはあまり問

題とならない物理學的理論から一歩進めて，士學上この理論を設計その他に利用するには猫不充分

である．そこで適當な假定のもとに計算の予輩な解を捜し，・その假定が安當であるかどうかは實瞼

によって確めると言ふ行き方をとつ允。

　　　　　　　　　　　　　　　　　§2．　理　 葺斎誉　概　 要

　　　　　　　　　　　　　へ　　すぐに所求の問題にぶっからすに先づ次の様な問題を考へる．即ち第六圏の梯に鳳｝！波が小型

導演管②から大型導三管⑧に入射する場舎を考へる・この場合接合颪附近2・3）に於ける界の膜矧，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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の模様は⑧領域の界はMM！上でE。　・O，　MMノでは②の界と漣画する條件を自足すべき故多くの

庫調波力墾五三なくてはならなV・．渇水が小管から

大管内に流れ込む場合を考べても接綾部の大国側

には渦が禺來たり，塞隙が出來たりして大選な擾・

偏しが起るに反し，②の側にはさ程大きな二心はな

いと考べる事が出回るジ以上の考察に基き②の

部分には唯砺波のみ考へ曾の部分に磁・H

g，，z．

Z

if／／／i；・7／／／／／／／／Z 娯

T
e，

7

＠

，y／．

Mi
　　　l
　　　e4　＠　F－E．M．Tt

　　　岡／
　　　峯

第六　圃

波の合成よりなる一般解をおく辮にする．而して境界三三としては，境界面で囁

　　　　　　（1）　・・s・　・f（xy）r｛臓欝で）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・…　一・・…　一…　■ti・…　　2．1）

　　　　　　（ii）E：iy　＝0　（賜“は存在ぜぬと假定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　や
　　　　　　㈹玖声逓〃（穴の所で）

が域濾すべきものとする。從？て玖は境界面で不連覇となるかも知らな絵．併しこの爲に生するx

誤差は小さいものとし∫こ¢）假定の愛當性は實験によって槍する票とする．似上と同様の考へで大

型導波管から小型導波管に入射する場合を解き，所求の解としては位置角を用ひて爾者を結合すれ

はよいのである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　§3．解　　　法

　　先づ第六圏の如く小型導波管から大型導波管へ入射する場合を考へる㌧

・②の部分の解として

　　　　　　摩（，『鰭＋撫ノa＃’ls）噸h）　　　　　．

　　　　　　Egy　雛躍　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一。・r・・．り・・…　一・　3．1）

　　　　　　　　　　　　　　　　懸　　　　　　　　　、

　　　　　　三三◇｛兜曙！や）輔・ご跳）

③の部分の解としてぽ

　　　　　　砺一滴（∫號，、十≠鷺π）晶晶乞卿振。臨一→

　　　　　　馬r駐（畷一溜）蠕一eft三下C＋s？・n　一一一　x）

・　総噸徽響細細）一轍菟郷樋＋編一り、
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但し

　　　　　　・一吻）一・gl一奇・船誓嬬一誓

㌔　俸／（婆yイ奇ア，（x：i・t　＝　｝／（享アニ④2ご＠）e．

　　　　　　　　　　Sgmnはltltl　es態に陣する平野の位置角．■

3・1）と2i　1）の（ii｝から　　　一　　　　　　　“

　　　　　　　　・職一（霧凋　　　　　　　　　　　　．

之と2．1）（i）から

　　　一藩・（1＋　r7／i’）　uS？n／［a3　b：i　Tm　｛1　一1一　（p’m／e：）？｝　sin　a；，wt（1＋　9n；n）］　…　3・　2）　．

但し　　　　　　　　　　　　　　幾

　　　　　　U71n　＝：∬輔丹・）…P？・・　・・’・瞬蜘

　　　．　y，　：・一一b一：i・一lii－eg一　r．　＝2（m＝o）　，　i（in　it　o）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
又2．i｝（i…i）から

　　　　　　ゴ鴫（・一繭三一轟画〈熱繍磁）鵡

　　　　　　　　　　　　．　sin　e？v　y　cos　a；’；，，i　（1　＋　Rv，，i＞　・・・・・・…一・・．・・・・・…i・…‘・一・・…’　3．　3）

が穴の所で域立しなくてはならない．嚴密に言へばこの式を穴のすべての貼で完全に域立せしめる

事は出來ない．之を成立させるには②の領域の界にも高調波1を考へる必要がある．が2．1）でも述

べた様に基本波めみでも近似的に3．3）を漏足せしめる事が出來るものとして3．3）が穴の部分で全

面嘩舌面醜酔方繰ノ1’尉1く減立する灘解決矯る獣しよう・購

　　　　　　毒∬｛…）の謄劃2的一・’一…一一・一…3…｝

　　　　　　　　穴：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　緊

となる・この結果は丁度3・3）の丁丁にs油グ②一7！）をかけて穴の領域で面積分する籍に一致する・

之から

　　　　　　酬ト㈲撃一三：fl（㍗謄y＋＠ゲ｝伽嚥（t＋9mn）r・　3’・）
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3・2）・3・5）から三三の反射係数饗を求める事が出來

る．臨く岡様にして第七圖の如く大型導波管から小型

導波管への入射に於ける乱射係数瑠を求める事が出

來る．而して第八圃の様な勝求の場合の細隙面に於け

る反射係数rは岡の（2．3）面に於ける位置角を

i27

　1②尋u　　　燭　の　←一

imwhi　tノ

象・

・1樽

第七圏
tan　S？23　＝＝　［y’　（r：？　＋　1）］　／　［i／／，li　一　1］

　によって計算し，之を瑠中に含まれる』923に代入す

・　・t’Lぱよい・①③一管の大前が逃しく（al　＝＝　a・T・　．・：・

み・＝勾，且つ細隙板の厚さdのノ9・さV樋常の場合vaは

　簡輩になって次の如き結；果が得られた、

T
e，

t’

下
3，

主

T

d，　一

　　　　　　　　→1、b〈一

第　八　幽

但し
・、一〆（菊π肴にして・は

・一 i謝畿 ．，，．”…””．．”．””．．．，．，…“”．．，”．．．．．”．””，“”．H　3．　7）

Uttl　＝＝
m・（司）誓・曙ヨ／［一箸］ ノll＝：2，4，……　の時

　＝a2　　　　　　　　　　　　　　　　2jt＝0　……・ゼ・の時

一［誓（一遣㌔繋］／凛G挑（箸y］一爲……

＝bユ／2 工隠一猛の時．
・brt　bi

　　一見簡箪そうに見える3。7）なる級数も二重級数の爲このままではかなり半弓である．それで之

をもつと計算しやすい形にもって行く必要がある．重要ではあるが数添上の技衝に過する心心の事、

項を本篇℃詳細に述べる事は出來ない，唯その方法の骨子をあげれば8＝t　Za，tを瀦を求めんとす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
る級数とする時，他の簡i￥1に二一出寝る級数Sl｝；Σb，、を持って來て8に近似せしめ，補花項0を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アう
C・・　Z・an（・’F・’「⑳によって計算ナると言ふ勅加ある・

　　例へば第五園（c）の様なCapacitive　Windowでは3．、6）式の一蝋α〔｝1　tt31）は
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　　　　　　一・4圃一7哩ぞ響y8・s8一轟6i岬叫

　　　　　　x一一号÷，　娠一／c響ア＋（舞ア《卑ア

の如くなる粧～二こに表はれた級数8を上記の：方法で下形して見る．S。として

　　　　　　＆一宇畿、一÷轄　匹・………一……・…∵…

を採用し之が如何なるものかしらべる．

　　　　　　舎÷愚sln多i！2⑳）・ll／i！・一・f’・．・算…轟cos鑑（2x）

然るに　　　・

　　　　　　滋。黛s畿（2x）一一Si…｛…n（・・）｝　　’

一方

　　　・　si。2嵩2。」璽＋（2x）L・＿＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　3！　　　　　　　　　　　　　　　　　　5！

　　　　∴i・r｛・s・？（・　｝＝：　lo・（4x＞一早一高＋一…………’

　　　　∴夢一髪…｛一1・9蛎（響＋繋r∴………｝』

一度積分して

・　四一妥一｛一…4爾＋“2iご∫＋慰。S6一…：一｝＋・

　　　　　　…＝＝・で器÷勲sl蹴響一・…ρ一・

同徽して　　　　・　　”　’　　　・
辰翻一吉÷｛蛸畔†暑御着「・一・｝・

そこで所求のlpS’e　S，で近似させる事にすると，補疋項は

　　　　　　の　　　　　　Σσm＝8－s・
　　　　　　”IUt2
∴辱（1　　　　1　ノαη轟1　　　　　　ηητ　　　　　　　　　　σ丑）≒集静Σ・準…

3．　8）　“

3．　9）

3．　10）
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の如くなるのである．他の場合も同檬である．斯様にして計算した逝求の解を最後にかかげる事に

する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　計算公式

　　鳳・波の樋蹴ゆる上鞘晦嘲隙オ喪醗二つけ醐禽之はる謝鰍・は，

　　　　　　’一ト（1　十　Ctan　O）・蜘ρ］／［・＋伽θナノ・…］

．となり，結合係激。は

　、①第五圃（c）の様なCapacit三ve　Windewでは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

　　　　　　a　：c：i十c13

　　　　　　・一一・・呵［蜘円∵8一翻磁パ

　　　　　　軌一壱継，、x一一貞・島鰍号が＋者＋一・…

　　　　　　　　．（婆ア《｛∴㎡。躍～　ノπの

　　　　　轡　可吾ア・ガ　’幻・＝万　　　　、

　　　　　　・1・・，　＝＝　／（響ア畷ニアニて辱ヅ，碗一善げア《コ跨1ア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔

　　：・’　・・ゴrご讐Id　，

　　②第五剛b）の様なIndugtive　Wi繭wでは

　　　　　　　　　　　タ　　　　　．c・Cl＋C13

　　　　　　F88C穿）／［a・1（寄ゲ曜］　・一動＋義砺

　　　　　面一壱（ト…2の＋顧慮（1・＆〃一号〉瑞費蒲プ＋・・…
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　　　　　轡畿一ゴ万　・

　　　　　a・　：〆；こ（：準ア／｛ωイー素、÷i・　…5・2’

　　　．tt！．＝＝（・奇…？y）／［（奇アー（f）2］

　　　　　　ci・一：一門轟錠　　ra　・（箏アー（奇y
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③第五圃（a）の檬な一一一maの細隙では

　　　　c・：Cl＋Cl十。3＋ql

‘b‘3は①⑱③の場合の値で

　　　　　　　　　・4（斜．．
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　　　　零
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sin“　nt．v
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の様になる．

　　①②の場合では8。，Σσなる級数の牧漱が速V・ので計算は容易である■’⑧の場合ICはらは比

較的多くの項をとる必要がある爲前二者程容易ではない．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s　　　　　i
併し通常の場合は①叉は．②の細隙で充分周が足りるので

　　　　　　　§嵐　計算と實瞼との比較’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　”9・3．で碍られ舩式によっ峨。鰍日隙の闘職をf；一一　e・一一1；　e一

計算する事測陳るのであるが，女働継べた灘之磯　　　第塵圓

つかの假定のもとに得られた結果である．そこで次に計算値と實測値を比較する事にする。

　　第九岡の如く装置して反射係歎プが

・rト（1　十　Ctan　a．　lc）　十　1’　tan　（1　lc］／［・＋伽・醐剛

の如く表はされるものと假定する．然る時は88面に於ける位置角殊は

　　　　　購一・／（・’　＋c　・・n　0）

ε薗から1の距離の黙の電界は

　　　　　E。（1）＝const×S三n（U．1＋9s）

である．E。　＝：0の黙を1　：leとすると，

　　　　　　　　　　　　だ　　　　　a・　1・　＋　9　＝＝・冨λ・　・一
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或は

　　　　　　ち一升ん一考・

　　　臨
之と4．1）から

．．H．，一
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4．3）によって與へられた塞洞長1。に封しEc＝Oの黒占1，，を渕定すれば結合係数0を求める事が禺來

るのである・拠一妥†・号にとると
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で

　　　　　　0－cotα（一L’一んTl，，）　…　　414）

　　かくしてai　：　2．0　cm，　b，　ti　6．2　cmの導波昏

を波長8．3c田で鋤回した場合につき計算値と實測
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する1・の値を4・　1）・　4・　2）鞭って計算し罐↑，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ
　　　　　　§5．アドミッタンス

　　細隙部から三三側を見た時の入力アドミツ　　6

タンス行列聡の1，1要素を（ア蝋とし，導波

管の特性アドミタンスをy。とすると

一　・賞）遡ll

。・心耳

　　　　　　7’一＝［幽編／［・e＋剛　　・J・・ワ．：89・誌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第十幽圏
　　之か．ら

　　　　　　（］Y，ls）il　＝　（1　一一一　r）　ye／（1　＋　r）　’　・・・・・・・…i・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　Jr．　1）

一51　1）と§3．の結果から

　　　　　　（Ys）n　＝　一i（C　十　cet　e）　y，　…　t・・・・…　一・・・・・・・・・・・…　t・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　ny・…　　5．　2）

之は謂はば員荷も含めての細隙同路の基本波に饗するアドミッタンスである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　§◎結　　言

　　以上の様な公式なちば實用に供しても左程面倒でなく，且つ相當の正確度が得られる事と思ふ．

　　　　　　　　　　　　　　　　’　　攻　　　獣

　　Moclern　Analysis．　p．　190・

　　　　　　　　　　　　　　11L　管壁による損失の影響について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　§1．緒　　　嘗

　　既述の理論では明応はすべて完全導罷としてあづかって來た．實際か様に假定する事によって

E波，N波が分離出來，，叉固有値が確定する爲激學的取扱ひが容易に行なはれたのである．

　　然もそうして導かれた理論が，多くの實瞼結果を詮明出回るのである．

　　併レある特別な場合一華も之が非常に重要な場含なのであるが一一には完全導艦と假定し

て偉か謬り母野と喰違って謬る事が夢る．例へば5ラップで整食をとる場倉？完肇導髄准う偉定の
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もとでは，如何に整合の悪い員荷・σも’ ｮ全鵬欄でない限り，整合をとれば100％の電力を之にあ

海へる導が出來るはつ矯ある。湧が事蜜はそうでないのである■’

　　叉塞洞共振器の場合完発出髄なる假定のもとでは，鋤骨部の結合を溺めれば溺める程（例へば

穴の大きさを小さくすればする稠共振振幅な大となるはつである．所が菓實は之に反し，ある程

度より小さくなると振幅はかへって減少して來る．かかる見地から次に管壁による損失を考慮に入

れて整合及び共振の理論をふりかへって見る事にする．

　　以下の考へはトラップ1賜路にも適用幽回るのであるが，今は理論の要鮎を明確にする臼的で簡

胆な細隙IL］路につき蓮べる：事にしよう．
　　　　　　　　　　ぞ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㍗　　　v

　　　　§2．細隙を通して鋤振された塞洞共振器

　　第十二圃Z）様な塞洞共振器を考へる．

　　この場合，細隙両に於ける反射的係数及び透過波振幅は

t
1一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トe一一t；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第十二圏

　　　　　　：二黙∵∵留噌　＋例∴動

　　嚴密に言へtlx　ABから右の部分の損失を一側考へるべきで，この場合は定数0も複素数となる．

併し細隙板は充分薄く，叉共振の趙るのば4Bから左の部分である事を考へると，右の部分は從來

通り完全導腿としても差支へなからう．かくすれば定数0は實数である．今

　　　　　　（ll｝　＝：　ge－i6＝：（al＋　gpt）一i（Bl　一f一　6i）　t・・・・・・・・…　一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　2．　2）

でca～一iδ～は員荷の歓麗角，αは管内の紘相定数，βは減衰定数である．下之等は員荷の反射率を

t：1とすると

…（卿一’易周彷＋1）／ト・）

（1十粉／（1一粉＝R十」1とすると

　　　　　　∴笥1：1∴：｝
．“．，．”．，．，，．．…．．，，．，．．，．，．…

@一一・・　2．　3）

又金麗による損朱中陣壁によるものは

　　　　　　偏一驚襯黒・叶の謙ξ，恥似

反射糎：によるら⑳は

ミ
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　　i3’4　　　　　　　　　　　　　松＊、正。鈴木滋雄

　　　　　　．砺，鴫藩需グN・per

　　’2．2）を2．1）式の分母（D）に代入し，且つδが充分小さい慕を考慮すると

　　　　　　　　D方躍‘⊃・si。・け0、i・2¢牽1牽2δ＋（2＋のδ・………・一…2．4）

　　両して透過波振幅自乗は

　　　　　　　　四幅Dδ一・…φ万…・…・…………・…・：………一2・・5）

　　二大にす・にはD馬柵にすれば・…一・の㈱響一・から

r・　a’er @・鋤2・一一暑・………・一…一……・一………・……・・…・……・2・・）

　　之が共撰の條件である．而して共振時の振幅（斜，．は共振羅では常にC》1の所を用ぴるから

　　　　　　　　（・i・・e・　＝・41・＋2・α擁争び）62］∵一………∴…・・∴……2・・）

　　上式を見れば分る様に損失のない場合はδ＝0・從って（17屍＝＝　40gとなり・之は0の樽大と共に無

　　限に大きくなると言ふ事實に反する結果を得るに反し，δキ0なる商敵の場合には0の増加と共に

　　分母も増大し極端な場合0一〉。。で直明かに（li）”c．一＞0となる・從って0とδの聞にある品品が

　　あ・晦が最大・なる事・糀・れ・趨際響一・からその條件を求める・

　　　　　　　　c＝圭　L　　＿＿＿＿＿。．＿＿∴＿＿＿．＿＿＿＿＿＿．＿2．　8）

　　　　　　　　　　　　　vδ

　　而してこの時の振幅｛切ド6、｝n。ax’．ぼ

　　　　　　　　｛（ii）re、｝1｝、ax．＝＝＝2／δ（δ一←2）　≒　1／δ　　　　　…　‘・・・・・…　。・・’・・・・・・・・・・・…　一・・・・・・・・・…　　　2．9）

．　之は非常に：簿箪な結果でdiiる．今δを損失因数と呼ぶ事にすればジ釜洞i壷麺和木蕪初診慰琶は室

　　洞堕全損朱因数δの逆数に等し込。
　　　　　セな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ

　　　　共振條件を論ずるには上記の如くするのが正しいのであるが，共振器の場合の如く0》1なる

　　三三のもとでは次の様に近似的取扱ひをするのが便利である．前記の共振條件式は2．6）式の

　　　　　　　　tan　2ψrθ、＝＝一2／C

　　であったが0況の騨之は

　　　　　　　　tall　gPre．＝畿　＿ユ／0　　　　．．．8倉．．．．＿．．ボ＿＿．．．．＿．．．．＿．。。，g．．．．．，◎，・．．．．．。・r・．・・・・・・…　　2．10）

　　と鞭である・之は丁度．　・　、　　　　　　　，　』　’
　　　　　　　　岸・IF・e・・…＋　（1　＋・）吻｛（・＋・岡・蜘｝ザ1…鼠u）



　　　　　　　　　　・　醐跨囎…三・研究　　　｝・3・

で・その虚激部＝0とおV」だ

　　　　　（1鋤cos・＋Osin僻cos・＋asixx・　＝＝　o

即ち

　　　　　tan　9一一1／0

礁しい・從って・の大き嚇は共搬の分劇麟綱・紳て得られ・恥・・．伽

て共振時の振幅は
　　　ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

　　　　　t＝＝・／卜6・・…re．＋（・＋・）…娠］・・…∴………・・……9・．　ltQJ）

郷睦・の…から±吻だけ難させて鼠・・拭の鯛の勲部櫨郷の絶肇殖礁しく

したとする．即ち

　　　　　　＿0δ、。、ゆ・＋（1＋δ）、i。、。・．。，　±｛（f＋δ）、。、。・40蜘・｝．＿…2．・3）

然るときは’

　　　　　t’　＝・／［｛一・・・…i＋（・＋・）…〆｝剛…一…・・・…；　2．　14）・

如の充分小なる事を考慮すると

　　　　　　一〇δCOS噸クre，十（1十δ）sinψrt・，聾一CδCOS　qノ十（1十δ）sin阜／

な藤が容回心明購，從って

　　　　　　働一遷（ti＞rc．…・一・一一一……・…・…；……1一・一……2・・15）

依って2．13）を満足する如綜駈謂4ま値幅を南た昏るもので簡服な計算の結果

　　　　　　dq＝δ十1／a2　　　　　　　　　　　　　・

であるから，4瓶幅dは　　　　　　　　 　　tt

　　　　　　d　　＝　ノψ／α　＝　（δ十1／0う／（z　　　…　■■・…　。・・・・・・・・・・…　一一・・・・・…　一・・・・・・・…　∵・…　　　2．16＞

　　　　　き
叉飾ρ9をQ　：lre・onance／2clと即す鐸

　　　　　　9噸／（・＋・・／・・）……：…一…一’…：一…・…………一・・四一

蝕にαは管の位絹定数，i．、，．は共振時の察洞長である。猫2．12）かち共振時の振幅は

　　　　　　tre．　＝2C／（1＋びδ）’”Ψτ…”…：………918）

tl’・・の壕大幽z階。　＝±　1／、／’o“で

　　　　　臓讐Wグ”’…’…∵…．．…”φ…．”’…2・　19）

である・　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臥
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　　　ζこごこ一＿　　　　　　　　　　　　　　・
　　・　te　2c　j・…　S・．…　ワ・さ　　S．S　　jtlSS　　S6　　斑瓦，

　　　　　　　　第十三圏　　　・　　　　　　第十四圖

　　今4　＝2cm，　b　・　6　cmの導波管で波長8．3　cmの場合に：つき，管壁材料として鐵，ト4．ン，銅

を用ひたときの0の鍵化に封ずる共振振幅働．，．の墾化を計算し之を圓示し疫のが第十三圏である．・

管壁損失の影響が如何に大であるか分る．叉トタン管壁に蜀して最：大共振をあ允へるC　＝・　38．2に

封し各材料噛する共振曲線を求めると第＋四職の樺になる・この場合鐵を用ひ塒女廟に共振が

鈍るかが分る．　　　疹

　　　　　　§罐合醐麟損締響　濠　，1多1’e“一‘一：一

　　次に第十五圓の如ぐして1，　lsをかへて整合をとる場合め管　　㌦：・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
壁損失の影響を考へる．§2．で述べた如くtiは2．5）によりあ　　　k．　　e一帽

た昏られる．，　　　　　　　「　　’　　　　　　　　　　　　第十識圏

郷・馴して睦脚ら・麟｛牛は響・一似響一・から

　　　　　・一卵i，伽・・』一著一’±・va一・………一3．・・

之は明かに共振を起して：更にその共振振幅を最：大にする條件である．一方細隙から右の管内で反射

波をなくする條件は遜　・Oから

　　　　　1　十　〇tan　q　　：　O　　tt，　　　　　0δ　十　tan　q　＝＝　0
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斬從って

　　　　　　・舐・／》万　脚一一壱一・・1一……………：・…鋤

之はδ＜1從って0の大なる時3．1）と一一致する．この薯から次の結論を得る．
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　整合をξつて反射波をなくする事は丁丁と細隙の間の管内に最大の共振を剋す纂である．

　と欝ふあたりまへな結論である．

　　　さて3．2）が満足された時の共振振幡は

　　　　　　㈹m。。，　・．　1／δ　　一∴∵……・…一……………・…………一…・…一

領搬・て細蹴勝その他の損班につな欄物轍管饗興長齢は・この細隙樋

　レて他に傳達さ趨るエネルギ櫛〃は入射波エネルギ「を肱、とせば　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　〃r卿一議）／（4δv万「㌶f），1：一一・一………………………3．・）

敏にδ　＝：　61　十　6～。でδ，，は管増損で，δ♂は題詞損失である．a，，　＝：　Oの時は整合によって研＝解魏

　に出來，之から容：易に

　　㌦
　　　　　　　v’　rt　Fl＝：1湘2δ♂　，　　η翫　＝1－4δ♂

t－t Vを3．3）に代入すると

　　　　　　　　　　　　　δ‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・し・…　。・。・；。…　響・一・・・・・・…　一9・・・・…　一t・e…　一・・…　一・・　3，4）　　　　　　　if＝・rli7t
　　　　　　　　　　　　δ‘十δ～。　　　　　　　・

　之は極めて簡軍な結果である．3．4）を見れば分る様に整合をとって300％の繊力を得るのは管壁損

　央δ，，・が員荷撮失δ‘に比し充分小なる時に限るのである．員荷細隙の他の側に同様の，無限に長い

　導波管がつないである場合には，員荷細隙の結合係数をαとぜば

　　　　　　δt聾ユ／（1十Ctfi）　（Ct》の時）．……∵………・………・ル…………1・・3．5♪

a＝2・1　Cm，ゐ＝62　c田，．λ　・・　8・3　cmの場合受荷細隙として幡0？3　c通のものを用ひ，細隙長Z・に甥す

　　るδ1を3，5）から詩算し，3．4）式によって管壁材

　　として銅，トタン，鐵を用ひ疫時の1、とmp／ue‘｝、

　　を計算して圃示し允4）が第十：六三である．との

　様に管壁損失の影響は署しいもので三三の悪い

　　ものを整合する場合には管壁損失の麻るだけ

’　小さくなる様工夫する必要がある．

　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　セ　カ　　　　　　　　§4．結　　　言

　　　以上の考察で管壁損失の影響が大膿はつき
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りした蕊と思ふ．猴この四壁損失の爲に§3．で誘電膿を含まぬ完全な室洞でも整合に：より反射をな’

くする票が鳩來，この時は回り込まれたエネルk’　一一はすべて室三管壁の丁度轟昇に使用され7eので

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　et’あ鳳之の現象の利用については他の機會に図表の四一である．．

　　　　　　　　　　　　　　　　e　文　　鹸　　鄭

　　．Everitt；Connnunicatioh　Engineering．　p．　270h”271．　a

　　，　　　　　　　　　　IV．“Ma諸ic　T”の理論とその旛用

　　　　　　　　　　　　le
　　　　　　　　　　　　　　　　　　§1．緒．　　言

　　卑E・1946に“M・gi・T”なる装圃鍍糞されて居る・之は立蜘路系に於ける一種のブ1リツ．

ヂであって第十七溜の様な四分岐同路であ煮之を醐路表示すると第十八圏の如くなり，かきかへ

舗栂野な灘細論欝雛　　マ》己　．、
れば

　　　　　　Zst　＝　Zsa

から試料の定激が分ると嘗ふのである．之は極大ざ

つぼな考へ方であるが，　トラップ同路の幽幽形式的

考察桐檬にして近似的な理論をたて，X標拳素子、

として嫡なるもの蘇用すべ晒礪橋の騨
を上昇せしめるには如何に：すべきか等について論じ

て見る事にする．標準素子として問題となるのはそ

の抵抗分を任意にかへる事が出回る必要が

ある事でみる．．

　　　　　§2，　理　論　概 鱒苔・

　　第二十囲（a）の主要部をとり患すと（b）

圓の如くで，各分岐管への接績画を夫k・

’（1），②；（3），（4）とし，3ζ話線で分けられ

た三つの部分を①②③とする．この問題

の嚴密な解を求めるにはベクトル，

燦’卜

　革・
　素＼．t
　　・ト　．

－t’一р＝|wwND

　　　　　　　　　撫

　　　　　　＼：…
　　　　　　　　マ鴇一…㎜

　＼　　　＿〉
　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　i
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　　　　も　タ　　　　　　　
　　　　冥一一き旨ノ

第＋七圏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・第＋八圃　　　　　　．　第＋先圓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x　　　　　　　　　　　　　　　　ポテンシャルのすべての威分を導入する必要がある．併し各導

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lti　．，
波管が小型で且つ圃の様に幅の上ヒ較的野V野合には恥下半振の場合縁境界藤でを＿壇一．圃の様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　し、
な界域分ρ下灘のみを考慮する事殿って魚肥近似が得られる事が豫想される・それで旧歓

の如くおく・倶し（b）圖で分岐部の・？：，y，xi方向の寸法はa，b，cとする・

　　　　　　　　　細



　　　　　　　　　　　　　　pt　　　　　　，IX　1　×，’

　　　Y．　1　1・
　　虚　　　剛、．囁　　　　　　　　麺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　　　　　　　榊　　牌k－r旧ド葡
　　　　　IXx　N　．t’　，1　iNNI　．　’　　一…冨繕訴一壷細窟な∴一一一一一

・1．李・豪三芦

　　　　　　　s　　　・　　　＼璽
　　　　　　　　　　　　　　　xcr
　　　　　　　　　　　　　　　　　　lt　　　　　　　　第二十圖　（a＞

①の部分でほベクドルポテンシャルAx　Ay　d、を導入して

壷　　浸・評鵯ん・ψ㌦小lnα魂一・）

　　　　　　riiy　＝　Z　e，t　Kin　（x）　sin　Bn　（b　一一”　y）

　　　　　　　　　Vl
　　　　　　ん曝（　＋　　一プ’rmp　　　甲　ノγe’声乃1η｝e　　　　　十乃！η夢e）卿）

②及び③の部分では夫々

　　　　　　砺＝殉＝ん　、∵

　　　　　　礁r霧（　＋”一ツ偽ル3　　一　ノγ〃12h2〃ゐe　．　　率h2in’e’，）¢1・・ii（・〉

　　　　　　ゐ労碧（　十ひ　一ノγmg　　噛　騨　 ノγmc
?ｇ，n　e　’　十　ltlyn　e

j¢・・　（Y・・

を導入する．而して之を．

　　　　　　瓦r一号＋讐）’”・・　＝　ha

　　　　　　脂毒［議、塙ノ

　　　f　’t　　　　　　　砺ヲ毒［ll・ligig．＋・・幽　・9・

立齪郷關する二・ヨの磯

　　　　　　　　　訴覧、

　　　　　　　び　i、　　；　陰
　　　　　ロ　　　　　セ

。凶．．試き一へ
　　、　　　　　　　　　　　＼　　　　　、

　　　　　　ヨ　　　へ　　　ろ
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第二十圃　（b）

．．．．”．．”．．，．．．．．，・・・・・… @2．　1＞

．．．．．，．．，．，．．，，，．f・・’ c　2．，2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　弊一鵡鋼♂一ノ・μ「轡）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂ソ舛一喫一三｝　．、

に代袖て郷の界を計聯舗して之駒界輌（①②）及び（①⑧）で距・価“鴫。

E・声門砺畷繊る引引ぴ（1）・（2）・⑧・〈4＞の両で界の接尾分が　　　　　．

”　ill”一：1，，，ill1111ra，・：il一；／h，，ilrtl，13，iill［，？Yi／e・’・・・・…t・・・・・・・・・・…21e）’”
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但し

　　　　　’　x．e，　（．s＝：　」／g’2．．’th，．，　gn　．　，　x；　（．）　＝＝　Y－all．1－ym，i．　一一｛1．zl－rt一．

　　　　　　　　　　　ac　　　　　　　　　　　　　　　　c　’　ac　c
　　　　　　蜘≒傷…争・ψ義（・）一天畜・喋・　．

　　　　　　φ細》｝…穿・i．卿一／畜諭撃・、

の姻なると言ふ餌8箇の條件式から2・・1），2・2）の8箇の未鱗を2・・3）のE’1瀦・・・…　E・itを

用ぴて表す事が禺來る．之等の値を磁界の式に入れ，そ舵が（1），（2），（3），（4）面で

　　　　　　瓦．＝ΣH，I　zil，　（x）　，　’逓y＝Σ甜、φ房〆，）

　　　　　　　　　7V　rrs
　　　　　・砺＝・Σ｝磁φ凱㊥　∴　　嵐，＝Σ瑞ψ影、ω　　；．。・　　　　　　t・・
　　　　　　，　　　　　　　　　P71　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？2占
　　、　　　　　　　　　　　tt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畦

となる濡ふ條件を課する事によって欄次の様な形蝉傭が出殻るの⑳る・

　　　　　　館r尋欄酬　一…一・・∴……一t一・……………∵…・…，2・・4）

NNノは分岐面の番號，1217Zは姿態番號である。而して蹴アは

、　三一i　Ysm・・t碗・ご蘇撫・一二残ヴーノ㌦…Tm　c’　　・

　　　　　　蜘晒・一《・蛎号・蝋旱）／＠一飛〉］

’　・嚇一廉ヂ畑繰綿・伽物／陣伽（・残＋胡

　　　　　　ル÷1義　＝轟12，＋1＝0

　　　　　　轟一（T’・醸一一轟一（一・瞬一ゴ・恥・一／［砺磁一β監）1

　　　　　　轟一齢一瞬初脇一一ノ玲・i・　r，，v　一1；／［》灘・・嚥司

但し

　　　　　ド伽＝一撃両一子・、・痢脳一／厚ゾー瞬ジB・　一　｝／（与ナー瑞

　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

2二4）式でE，t＝0とすれば並列型．トラップ盤合圏路の理論となり’，　E，i＝Oとすると直列型トラッ

プの近似論が得られる．

　　数第＋綱の徽糧し塒（2緬力斗蜷（3順か硫硯たアドミッタンスを夫8．興・

ζすれば　　　　s・

奪
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／

　　　　　　　　　　　　　晦
・　　　　　　・　、立鵬路に關il“＝S’三の研究

　　　　　　1－la　＝　一“一’　2J2　Es　，　H3　ng　Y3　E3’　””’”’’”‘’””’v’’’’’’’’””’”r’

叉受信用分岐管の末eq　x・　一　（dを金麗板で塞ぐと

　．．　Hli　＝　（一　」’　Y，i　eot　a　ld）　E．i　・・・・・・・・…±…rt・・・・・・・・・・…t・・・・・・・・・・・・・…

　　　　　　　　　Yd；…・・この分岐管の特性アドミッタンス

2，51，2．6）弐を2，4）式に代入，且つ（1）側鋤振出への入射振隅をEoとすれば

　　　　　　H｝　＝　ww　Ye　（2Eo　一“一　ED　”””m’””’“’””…”m””””””’’”．””””

　　ボ　　　：Y，……鋤振三分1狡管の特・性アドミッタンス　tt

　　　　　　　141　r

“・・…　2．　or）

…1・・　2．　6）

．・・…
D　2，　7＞

　　　t　　　　　　　　　　　　　　4

煮る事を考慮して，馬，E‘》以外の界振幅を溝等して整理すれば，結局礁占に於ける受信電界振幅は

　　　　　　E、（．z’）：K　（y，，　一　y，，）践，　sl糠α（乙・軸）　一………σ・…………一…・…2・8）

の如くなるt■感慶を論ずる時には必要となる可域〃複雑なアドミツ）ンスの歯数であるKについて

は，ここでは考へない事にする。併し之が分らなくても2．8）式から李衡條件玖働＝0が「

　　　　　　Y2　＝＝　3／3　　　　・・・…　一・・・・・・・…　一・・ρ・・・・・・・・・・…　一一・・・・・…　一一・・・・・・・・…　ge。一・・一’・。・　2．9）

によってあたへられる事が分る．Y2，　Y3は，　Ye，γを（2）（3）面に接綾された分岐管の特性アlsミツタン

ス及び位相定数，lfi，1：；を夫々標準素子及び試料迄の蹟離，2．s’t，2Saを標準素子及び試料の位麗角と

すれば

’．・一
@li＝激：1野離｝…一ti……………一…・…一2・…）

　　　　　　　　ノ
2、9），2．10）から：平衡條件は

　　　　　　γz，＋thSt　＋　nπ　＝：γ藁汁ゑ，a　陶　　　tt’　　．．d’

　　　　　ト曳は

　　　　　　Jdi．sn＝＝γσ曾一乙｝）弓齢よ〉．9e十71π　　　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・…
@隅・・9・■t・・…　一・・・・・…

。・ Q．11）

敏で各位深角は素子及び試料のアドミッタンスを夫々yt，　Yaとナると

　　　　　　c・t島t＝三三　，　c・t魚α＝■匹　…………一・……………2．ユ2）
　　　　　　　　　　　Yo’　　　　　　　tt　Ye　　　　　　　　　fi

であたへられるから2．・11），幻2）カ・ら論衡時のZ，，・1、，論文は鋼認れば試料の臨又はアドミ

ッタンスが分る事になる。さて然らば標準素子として如何なるものを使用するか次に考へる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　　　コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　§3・標　準　素　子

　　鰍椰つ硬謁炉ψ・一ゴδ・，シ溢＝・・一’う・とすると綱から

　　　　　　，。嘔＝ノ齢五昼勉　　．　…
　　　　　　　　　　　　　　3・　　　鉢〕　　　　　　　　　　　．tt／

　　　　嚇
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之からqa，δ。を求めると

となる．逸，b。の任意の値に樹しtaahδ。は0から1迄，從ってδ。はGから。。迄攣化する．從っ

て標準i素子としても，δtが0から。。迄i墜1ヒし得るものでなくてはならない．　それで第二十一圖の

墜際驚魏繍醗窮繍憂誰丁「ヒー「
シグ・・ン蝿・ゆら冶魔・・ツ・ンス殖　　 蛋　諜　・”t’

　　　　　　勉一飾弓ノ飾・∵：・………・……一・一a¶2片一’
3・　2）　e．2・　12）「 鞄?してR・・…　1・　・・　一」　，6・　．it計恥るe’・　　　第計噸

’　Ji，a’：h，26／tLpt（：1．÷，，，）LCtll！ltillllliill一・　．，，．llli一／r一）2’M”一i／，，’r，’’’””‘’’”：’’”・…ti・…3・3）

この式で‘は0から’。。迄憂化出來るから，從ってδtも0から。。迄かへる事が出來，前記の必要三

三を回するわけである．猴この時・礎へれ　　　tt　　　　　　　・
KX　gotも攣化するが，之は12叉は1；sを調節する

事により必要な値にする事が出來る．

　　§4．試料のアドミツタンズの測定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　箋
第二十二岡㊧様に装置し，（bsは細隙長とす．）

　　（i）先づip・　＝＝　Oとして・鄭叉はあ）及びZ・s

を調整して李衡を得2eとする．

　　　　　’S？ao　＝＝　T　（12e　一　1：ie）　＋　S？to　＋　nT

2，　12）ξ弍から

　　　　　　　　　　　　Yo

　　細
　　鯨

：　・［9二、　　　　　　　　　　　　　　　　　1
・又　　　　　　　　　　　　　　　1

；　

ﾛ艶へyてρ〉

　　　　杁
　・　　翠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥一跡L－1，，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1←一ろ・一→l　l←一4一園紙・；・一砲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第二十二圖

　　　　　　　　　　　　　　この時の素子の位三角を島。，lsをls〔1等とすると2．　11）式から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．“．．．H．．””．．．．．．．．，．．．．．．”．．．．．…　・…　’　4．　1）

　　　　　　…亀一麹〒タ（一　ゴ3ん　cot∂）／・c｝　・　yc…∂μ………4・・）

　　　　　　　　　　ycな試料部の特性アドミッタンス．

4，1），4．2）から

　　　　　　3te　cot　O　：　yo　cot｛r（1－nyo－1：M・））　＋　2to｝ny　・・・・・・・・・・・・・・・・…t・・…：＋・・・・・・…．　4・　s，）

ミ
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（ii）娼一一厩て融轍とり，・嚇の舗に・…をつけ疎す・・，附

にしで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・，，x

　　　　　　　唖t・・∂一y・6・・｛γ（ら、Il）＋叫…・一………一一・………∴蝸

　敢に：0は〆4，3）のそれと同じぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　0　＝＝　f，S　t，b’・

　　　　　　　　　為…轡試料部の漏壷定数

　　　　　　　　　ら…り・試料の長さ．　　　一’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t養
　4．3），4．4）の積をとると

　　　　　　　錫「＝＝　ww　y（］　cot　｛　T（1：e　’一　1：｝e）　＋　2tu｝・C・・｛・（ら一11＞＋叫……∴輔）

　γは管の形散から計算幽來，lao，13。，　li，15も測定出計る．叉3．3）式によって52～。，　S？tも分るから，

・從って4．5）式によりYcなる試料部分の特性アドミッタンスが詩算出下る．　このYcを4．3）叉は

’4。4γに代入すれば0：乞而も分るちけ　　　　　　　　e

回るべ・　．　　　　　　　　』．こ1；．「滋
　　　　　　、§5≧慈　・『　慶　　∴　　　　　　　　　　　　　・　「　tt’　．’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　th　含．蹄
　　感度を論ず‘るには2．8）式の1〈を調

べなくてはならない．之を数値的に詳紺

た論ずる事は後の機會にゆする事にし

欝、 嘗」＄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県民十蕊…翻　　l　t．．tt　．t

て・之等の計獺び實際測定して見た結果によると，籐ザ　　一t　　・・

損炎の小さな試料では聯鯉鐵が明瞭でない專が分つ疫．そ

れで前回表した整倉法に焔繍定数測定装瞭，．どの

『“
lagic　”r’，を組合せて第二十三圃の様に改良した駈，極め

て優秀な嫡三態を得る事が闘ξた．この方法治は標準素

子側な常に無反射猷態にしておき，試料側のle，　bsを調節

して塾合をとった時李衡三態が得られるのである．猫更に　　　『　　・　　　　．

第二十四圃の如くしてDc部に最浪共振を塵す事により一　　一
下感勲上昇させる事が出來た，　　　　　　、第評醐　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　§6．結　　1言

一t以上・一“M・gi・・T’ Pの理論庭嵯姫絡る・之捌用してφ測記法の詳細鵬って實騰果と共

に磯表の豫定である．
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